
村
消
防
団
（
倉
澤
憲
治
団
長
）
に
よ
る
秋
季

点
検
が
10
月
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ン

ド
に
集
合
し
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
点
検
の
準

備
に
入
り
ま
し
た
。

午
前
は
、
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署
の
職

員
の
指
導
の
下
、
点
検
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
。
厳

し
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
の
点
検
は
、
村
消
防
委
員
や
各
区
長
ら

が
見
守
る
中
、
団
員
た
ち
は
き
び
き
び
と
し
た

態
度
で
点
検
に
臨
み
ま
し
た
。
姿
勢
服
装
の
点

検
、
ポ
ン
プ
操
法
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
な
ど
、
い
く

つ
も
の
点
検
が
行
わ
れ
る
中
で
団
員
た
ち
は
迅

速
・
機
敏
な
行
動
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
保
育
園
児
に
よ
る
行
進

や
、
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
秋
恒
例
の
諏
訪
祭
り
が
川
額
八
幡
宮
、
森

下
大
森
神
社
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
額
地
区
で
は
９
月
28
・
29
日
に
開
催
。
今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
八
木
節
や
昭
和
音
頭
な

ど
を
み
ん
な
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
２
日
目
の

午
後
８
時
30
分
す
ぎ
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
の

手
で
境
内
に
２
基
の
ま
ん
ど
う
が
入
場
。
神
社

の
周
り
で
７
回
め
ぐ
り
を
行
い
な
が
ら
威
勢
よ

く
ま
ん
ど
う
を
ぶ
つ
け
あ
い
ま
し
た
。

森
下
地
区
で
は
９
月
30
日
・
10
月
１
日
に
開

催
。
会
場
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
数
百

人
の
来
場
者
で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
て
お
り
、
大

盛
況
で
し
た
。
こ
ち
ら
で
も
２
日
目
の
９
時
す

ぎ
に
７
回
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
見
物
客

の
見
守
る
中
、
激
し
く
ま
ん
ど
う
を
ぶ
つ
け
あ

っ
て
い
ま
し
た
。

6

９
月
〜
10
月

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

で
20
万
円
を
寄
付
　

村
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
遠
藤
信
蔵
会
長
）
で
は
10
月

18
日
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

20
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し

た
。こ

れ
は
、
同
会
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
の
収
益
の
一
部
を
寄
付

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
26

回
目
。
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
毎
年
寄
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

か
ら
の
募
金
９
万
９
千
円
も
一

緒
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

福祉に役立てます　　　　

大勢の観客がつめかけました　　　

見事な操法を披露　　

今
年
も
諏
訪
祭
り
を
盛
大
に
開
催

秋
季
点
検
で
訓
練
の
成
果
を
発
揮

功労者を表彰　

園児たちも立派に行進　

激しいぶつけあい　

はい、チーズ　
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村
舞
踊
協
会
（
竹
之
内
み
ち
江
会
長
）
で
は

10
月
16
日
に
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踊
発
表
会
」

を
行
い
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
15
万
６
、
５

９
８
円
の
浄
財
を
寄
付
し
ま
し
た
。

発
表
会
に
参
加
し
た
の
は
同
協
会
に
所
属
す

る
７
団
体
、
お
よ
そ
80
人
。
54
演
目
が
演
じ
ら

れ
、
参
加
者
た
ち
は
日
頃
の
け
い
こ
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
平
成
７
年
か
ら
始
め
ら
れ
て

お
り
、
今
回
で
11
回
目
。
会
場
と
な
っ
て
い
る

村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
毎
年
３
０
０
席

が
い
っ
ぱ
い
で
、
今
年
も
も
ち
ろ
ん
満
席
。
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

お
昼
に
は
、
竹
之
内
会
長
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
（
高
橋
信
雄
会
長
）
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
浄

財
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
見
事
な
舞
踊
を
披
露

息のあった踊りを披露　　

みんなに見守られゴール　

三
代
目
（
代
表
高
橋
宣
明
）
に
よ
る
水
く
み

ま
つ
り
が
10
月
15
日
、
赤
谷
住
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
『
水
く
み
ま
つ
り
』
は
、
開
拓
時
代
苦

労
し
た
水
く
み
を
体
験
し
、
〝
開
拓
魂
〞
を
呼

び
起
こ
そ
う
と
、
昨
年
か
ら
三
代
目
が
開
催
し

て
い
る
も
の
。

村
指
定
文
化
財
『
出
入
の
湧
水
池
』
か
ら
住

民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ど
れ
だ
け
こ
ぼ
さ
ず
に
水
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
競
う
水
く
み
マ
ラ
ソ
ン

や
昔
の
大
河
原
小
児
童
が
作
成
し
た
紙
芝
居
の

上
演
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
い
く
つ
も
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
去
年
と
同
様
に
ド
ラ
ム
缶
風
呂
。
高

橋
代
表
や
水
く
み
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
子
供

た
ち
が
熱
い
お
湯
に
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

三
代
目
が
水
く
み
ま
つ
り
を
開
催

10
月
14
日
、
赤
城
西
麓
土
地

改
良
事
業
昭
和
第
１
地
区
記
念

碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
１
地
区
は
、
平
成
２
年
度

か
ら
16
年
度
ま
で
、
県
営
畑
地

帯
総
合
整
備
事
業
を
実
施
。
低

コ
ス
ト
・
高
生
産
性
・
高
付
加

価
値
農
業
を
進
め
、
輸
入
自
由

化
等
の
農
業
情
勢
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
「
力
強
い
農
業
の
構

築
」
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

除
幕
式
後
の
竣
工
式
で
は
、

実
行
委
員
長
の
加
藤
芳
夫
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
。
関
係
者
へ
の
お

礼
と
、
施
設
を
利
用
し
た
農
業

へ
の
希
望
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
西
昭
和
第
１
地
区
が

記
念
碑
除
幕
式

見事な踊りで客席を魅了　

昔の大変さを実感した紙芝居　

いいお湯です　

除幕の様子　　　　


